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概 要 

 平成 9年 4月国立予防衛生研究所は「国立感染症研究

所」と名称変更になり、それまでの感染症疫学部は発展

解消し「感染症情報センター（初代センター長・井上栄

博士）」が発足した。主な機能は、１）感染症サーベイラ

ンスデータの集計、感染症情報の収集、解析、その情報

の国民への提供、２）外国の感染症機関との情報交換、

３）感染症集団発生の疫学調査、およびそれを実行する

専門家の養成、４）感染症予防制圧戦略の研究および提

言、５）不明病原体に関する検索並びに研究、技術伝達、 

等である。 

平成 11 年 4 月に施行された感染症法では、サーベイ

ランスシステムの強化が示されている。同法に基づいた

基本指針の中には患者発生状況サーベイランスと同様に

病原体に関する情報の収集、分析及び提供と公開も必要

であるとされている。感染症情報センター(IDSC)は、国

のサーベイランス事業の中で中央感染症情報センターと

して位置づけられ、地方感染症情報センターならびに都

道府県等の協力を得て、感染症法に規定された 1－4 類

感染症（平成 15 年 11 月 1－5 類に類型が変更された）

を中心にしたサーベイランスを行っている。病原体情報

に つ い て は WISH Net, IDSC ホ ー ム ペ ー ジ

(http://idsc.nih.go.jp/index-j.html)、病原微生物検出情

報（IASR）を中心として、疾患の発生動向については感

染症週報(IDWR: Infectious Diseases Weekly Report)な

どを中心として、収集された情報の迅速な還元と公開を

行っているところである。血清疫学調査としては、感染

症流行予測調査事業の中でこれを行っている。このデー

タ－等を基礎とし、感染症対策の重要な一角としての予

防接種のあり方についてのエビデンスを求めることも

IDSCの重要な業務である。 

感染症発生への適切な対応の一環として実地疫学の重

要性が理解されつつあるが、これにかかわる人材の育成

は急務である。感染研では業務の一つとしてこの人材教

育（実施疫学調査専門家養成コース(FETP)）が行われて

いるが、研修実施の主体は IDSCが行っている。 

 平成 14 年 4 月より感染症情報センター第五室、第六

室が村山庁舎に新設され、第五室においては細菌、第六

室においてはウイルスについて、自治体における病原体

検査の研修等を行い、また病原体検査に関する情報の収

集、検査法の開発等を行うようになった。 

情報センターは現在以下の 6室で分担し、業務研究を

行っている。 

第一室 （感染症対策計画室）  

国内外における感染症の流行、 集団発生・異常集積時

の疫学調査、 感染症対策のための計画立案とそのための

研究などを行っている。 ことに積極的疫学調査、 これ

に関わる感染症実地疫学専門家の養成を行っている

（Field Epidemiology Training Program）。院内感染対

策も一室のテーマとしている。  

第二室 （感染症情報室）  

地方感染症情報センターならびに都道府県等の協力を

得て国内感染症サーベイランスデータの収集・分析、 及

びその結果の還元と提供及びそのための研究を行ってい

る。  

第三室 （予防接種室）  

感染症流行予測調査事業の一環として行われている血

清疫学調査の立案と実施、現行予防接種の効果と副反応

に関するモニタリング、 これらの結果の公表と広く一般

への情報提供、 予防接種対象疾患の感染症として人に与

える影響 （disease burden） に関する調査研究、及び

今後の我が国における予防接種の有用性に関する総合的

研究を行っている。また感染症研究所として行われてい

る国内血清銀行の管理を行っている。  

第四室 （病原診断室）  

他の部の所管に属さない病原体に関すると思われる原

因不明疾患の微生物学的検査、レファレンス、病原診断

のための方法の開発を行っている。  
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第五室 （細菌研修室）  

細菌性疾患の検査に関する情報の収集・解析、 情報提

供を行っている。また国内外の関連機関と連携し、 公衆

衛生における細菌検査の技術向上・標準化等を支援して

いる。 公衆衛生に携わる公的機関の職員を対象に細菌検

査に関する講習の立案・遂行、 新規検査法の研究などを

行っている。  

第六室 （ウイルス研修室）  

ウイルス性疾患の検査に関する情報の収集・解析、 情

報提供を行っている。また国内外の関連機関と連携し、 

公衆衛生におけるウイルス検査の技術向上・標準化等を

支援している。 公衆衛生に携わる公的機関の職員を対象

にウイルス検査に関する講習の立案・遂行、 新規検査法

の研究などを行っている。 

各室の業務、研究、作業は、独立した個別のテーマも

あるが、その多くは各室のスタッフが、それぞれが重な

り合い、協力し合いながらテーマ別に集合して取り組ん

でいることが多い。したがってそれぞれの業務・研究・

行政等について各室別に業務研究内容を表すのではなく、

本年報ではその内容ごとに情報センターの１年間の活動

内容を記した。詳細については以下それぞれの項目別に

記されている。 

なお、岡部センター長は以下の委員の委嘱を国より受

け、情報センター業務・研究の結果、成績などを背景と

して国における感染症対策の検討に参画した。 

厚生労働省健康危機管理調整会議委員 

厚生労働省厚生科学審議会臨時委員 

（感染症分科会員） 

厚生労働省薬事・食品衛生審議会臨時委員 

（医療機器・体外診断薬診断部会員） 

厚生労働省薬事・食品衛生審議会臨時委員 

（食中毒部会員） 

厚生労働省疾病・障害認定審査会臨時委員 

（感染症・予防接種審査分科会員） 

厚生労働省疾病・障害認定審査会委員 

（感染症・予防接種審査分科会員） 

内閣府食品安全委員会専門委員   

（肥料・飼料等専門調査会委員  

緊急時対応専門調査会専門委員 

微生物ウイルス専門委員）  

農林水産省食料・農業・農村政策審議会臨時委員 

厚生労働省地域保健対策検討会委員 

医薬品医療機器総合機構専門委員 

 

業 績 
１．調査・研究 
１－I．感染症発生動向調査事業に関する研究 

１－I－１．サーベイランスシステムの改善に関する研究 

厚生労働省新興再興感染症研究事業として「効果的な

感染症発生動向調査のための国及び県の発生動向調査の

方法論に関する研究（主任研究者 谷口清州）を組織し、

感染症サーベイランスの在り方について研究を行った。 

[谷口清州、重松美加、木村幹男、多田有希、山下和予、

橋戸円、中瀬克己（岡山保健所）、田中政宏、岡部信彦] 

 

１－I－２．感染症発生動向調査に基づく注意報・警報シ

ステムおよび全国罹患数推計に関する研究 

全数報告疾患のうち２類および４類の一部について、

1999年 4月から 2004年 12月までの報告情報の解析を

行い、日本公衆衛生学会、国際旅行医学会などで発表し、

情報の還元および今後の改善課題について検討した。定

点報告疾患の全国罹患数の推計の求め方についての検討

および従来の検討方法の再評価、性感染症における定点

設定の妥当性についての検討を行った。[重松美加、谷口

清州、橋戸円、橋本修二（藤田保健衛生大学）、村上義孝

（国立環境衛生研究所）、永井正規（埼玉医科大学）、川

戸美由紀（藤田保健衛生大学）] 

 

１－I－３．症候群サーベイランスの基礎的研究 

バイオテロリズム、パンデミック、および大規模感染

症の早期検知を目的とした症候群サーベイランスの導入

を目指し、その対象の選定、効果的システムのあり方な

どに関しての情報収集、意見交換、実験的サーベイラン

スシステムの構築などを基礎的研究として行った。その

一環として、OTC（市販薬、大衆薬）の売り上げ、外来

患者、および救急車搬送の過去のデータの解析を行い、

サーベイランス対象としての有効性について評価し、暫

定的にアラートシステムを構築した。その成果は、国内

外の学会で報告した。関係者との頻繁な意見交換を重ね、

その実用化に向けての検討を進めた。 [大日康史、重松
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美加、谷口清州、菅原民枝（筑波大学）、村田厚夫（杏林

大学医学部）] 

 

１－I－４．手術部位感染の疫学に関する研究 

日本環境感染学会の学会事業である JNIS（Japanese 

Nosocomial Infections Surveillance）の一環として、院

内感染の中でも発生の影響が特に大きい手術部位感染に

関して、医療機関で行われるサーベイランスのデータを

集積し集計を行い、各施設へのフィードバックを実施し

た。さらに、手術部位感染のリスク因子に関する研究的

解析を行い、学会報告した。[森兼啓太、日本環境感染学

会 JNIS委員会] 

 

１－I－５．アメリカ合衆国の院内感染サーベイランスシ

ステム事業への参画および研究的解析 

財団法人ヒューマンサイエンス振興財団若手研究者育

成活用事業による CDC の院内感染対策部門へ派遣を受

け、アメリカ合衆国の院内感染サーベイランスシステム

の改訂作業を行った。また、手術部位感染に関する同シ

ステムに集積されたデータを用いて、日米の発生動向の

相違や発生のリスク因子に関する検討を行ない、学会報

告を行った。[森兼啓太、Teresa Horan（CDC）、Mary 

Andrus（CDC）、Jonathan Edwards（CDC）] 

 

１－I－６．海外で感染した可能性のある症例報告の検討 

発生動向調査の情報の解析をもとに、海外での感染が

推定される例の多い感染症の最近の動向、報告における

問題点、推定される宿主要因の変化などにつき検討し、

国内外の学会において報告した。[重松美加、山下和予、

岡部信彦] 

 

１－I－７．性感染症（ＳＴＤ）発生動向調査の評価と解

析 

 現行のＳＴＤ発生動向調査に関して、定点の妥当性等

を含め、その信頼性を調査研究するとともに、わが国の

近年のＳＴＤの最近の動向を解析した。[橋戸円、中瀬克

己] 

 

１－II．パンデミック、バイオテロ、公衆衛生対策に関

する研究 

１－II－１．新型インフルエンザのパンデミック対策に

関する研究 

（１）数理モデルを用いて、新型インフルエンザの被害

を予想し、公衆衛生的対応を評価、検討した。個人の日

常の移動パターンを組み入れた individual base model

を開発し、休校や地域封鎖の影響について評価し、その

成果をＷＨＯの会合で報告した。[大日康史、谷口清州] 

（２）国内の実践的パンデミック対策計画を確立するた

め、世界各国の指針、行動マニュアルなどの情報を収集、

分析、評価し、WHO チェックリストの翻訳および各項

目についての国内状況の評価を開始した。[谷口清州、重

松美加、森兼啓太、中島一敏、大日康史、田中政宏、砂

川富正] 

 

１－II－２．高病原性鳥インフルエンザウイルス対策の

調査研究 

 厚生労働省特別研究事業「高病原性鳥インフルエンザ

ウイルス対策の調査研究（主任研究者 谷口清州）」の研

究活動として、ベトナム共和国ハノイ、ホーチミン市に

おいて、現地保健省、国立衛生疫学研究所、国立小児病

院、ホーチミン・パスツール研究所などを訪問し、鳥イ

ンフルエンザウイルス感染症の流行現状に関する情報収

集および各分野の専門家との意見交換を行った。また、

ベトナム国立衛生疫学研究所との今後の協力と情報交換

を行う可能性および、ホーチミン・パスツール研究所と

の協力関係を維持するための協議、さらに、日本政府に

よる BSL レベル 3 実験室の無償供与に関連した、日本

の技術協力の必要性についてのベトナム政府の見解につ

いての情報収集を行った。[谷口清州、田中政宏、森兼啓

太、中嶋建介、川名明彦（国立国際医療センター）、工藤

宏一郎（国立国際医療センター）] 

 

１－II－３．バイオテロ（天然痘）の被害予想と公衆衛

生的対応の評価 

数理モデルを用いて、バイオテロの被害を予想し、そ

れに対する公衆衛生的対応を評価、検討した。その成果

は、論文として報告した。また、天然痘ワクチンの科学

的備蓄規模と使用に関する研究班（主任研究者 蟻田功）

の研究として日本における備蓄量の検討を行った。[大日

康史、谷口清州] 
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１－II－４．国際保健規則および国際的感染症ネットワ

ークの研究 

大規模感染症発生時における行政機関、医療機関等の

間の広域連携に関する研究班（主任研究者 大久保一郎）

の研究の一環として、IHRのアルゴリズムについての検

討を行うとともに、その妥当性について基礎的な検討を

行った。[大日康史、重松美加、谷口清州] 

 

１－III．感染症の疫学、統計等に関する研究 

１－III－１．インフルエンザによる超過死亡の評価 

人口動態調査の月別全死因死亡者数のデータから、イ

ンフルエンザ流行の我が国の人口動態に与える影響を、

「感染研」モデルを用いてインフルエンザによる超過死

亡を推定し検討した。比較的大きな流行を経験した

2002/03 シーズン（推計患者数 1,450 万人、超過死亡

11,215人）に比べ、2003/04シーズンは流行の規模は中

等度で、患者数は約 923万人、インフルエンザ関連死亡

迅速把握からのデータによる超過死亡も 2月だけにみら

れ、2,400 人と非常に少なかった。この結果は、病原微

生物情報 vol.25, No.11, pp.288-286, 2004 で情報還

元した。2004/05 シーズンは、3 月を越えて患者報告が

みられ、推計総患者数および超過死亡ともに、再び増加

することが見込まれる。[大日康史、重松美加、谷口清州] 

 

１－III－２．インフルエンザ関連死亡迅速把握に関する

研究 

14大都市から提供されるインフルエンザ関連死亡（イ

ンフルエンザ及び肺炎死亡）数を用い、「感染研」モデル

と同種の超過死亡推定モデルを適用し、各都市ごとの週

単位の超過死亡を推定し、迅速な情報還元を行った。迅

速把握においては、約 2 週間の遅れで、2 ヵ月遅れの人

口動態から推計した結果とよく相関した情報を提供する

ことができ、インフルエンザにおける超過死亡の早期警

戒に有用であると考えられた。昨年度に引き続き、デー

タ入手後 3日以内のウェブによる還元を実現した。[大日

康史、重松美加、谷口清州、松岡静香、NEC、厚生労働

省健康局結核感染症課、14大都市・特別区衛生主幹部局] 

 

１－III－３．インフルエンザによる患者数の迅速把握

（毎日患者報告）事業の解析と還元システムの構築 

 インフルエンザ定点 5，000の 1割弱に相当する約 500

の定点医療機関よりインターネットを利用し、インフル

エンザ様症状で受診した患者数の報告を、毎日受けるシ

ステムを構築。この情報をリアルタイムで統計学的処理

し、推計罹患者数を推計したものをウェブ上で提供し、

効果的な対策に役立つよう、インフルエンザの流行状況

を早期に情報提供した。このデータは、休診日やその前

後の影響が非常に強く、そうした曜日効果を排除するア

ルゴリズムに関して検討を加えた。また、有志の医師に

よって運用されているインフルエンザの毎日患者報告で

あるMLfluの運用に参加し、解析を行った。この成果は、

国内外の学会で発表した。[大日康史、重松美加、谷口清

州、砂川富正、西藤なるを（西藤こどもクリニック）、数

理システム、厚生労働省健康局結核感染症課] 

 

１－III－４．インフルエンザワクチン需要予測 

インフルエンザワクチンの生産本数を決定するために、

世帯調査を実施し、そのコンジョイント分析から予測を

行い、国の需要見通しへ反映した。[大日康史] 

 

１－III－５．狂犬病対策の数理モデルの開発 

獣医学部との共同で、狂犬病予防法の評価のための数

理モデルを開発した。特に、野犬、飼い犬の間での拡散

を視覚的にモデル化し、その上で、アニメーションとし

て表現した。研究成果は保健所、検疫所等関係部局に配

布した。 [大日康史、井上智（獣医科学部）] 

 

１－III－６．中小規模施設での院内感染発生時の対応に

関する研究 

厚生労働科学特別研究事業「院内感染地域支援ネット

ワーク及び相談体制の改善・普及や、データベースおよ

びバックアップ体制の構築に関する研究（H16-医療

-11）」において、「病院感染および病院内新興感染の制御

のためのバックアップ体制に関する研究」分担研究班に

参画し、院内感染やそのアウトブレイクの発生に際し支

援を行う地域支援ネットワークや大学病院・研究機関・

学会などの役割に関する研究を行った。[森兼啓太、大久

保憲（NTT 西日本東海病院）、倉辻忠俊（国立国際医療

センター）] 
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１－III－７．実地疫学専門家養成プログラム（ＦＥＴＰ）

の評価・改善に関する研究 

「感染症実地疫学専門家の機能及びネットワークに関

する調査研究」（平成 16年度厚生労働科学研究地域保健

総合推進事業）において計画・実施された「ＦＥＴＰ修

了生に対するアンケート」を担当し、ＦＥＴＰ終了後の

人材・ネットワークの有効活用とその課題に関して研究

をおこなった。[中島一敏、大山卓昭] 

 

１－III－８．「検疫感染症等死亡疑い死体対応マニュア

ル」についての研究 

「大規模感染症発生時における海港検疫所と地方公共

団体等との広域連携に関する研究」（平成 16年度厚生労

働科学研究新興・再興感染症研究事業）において計画・

作成した「検疫感染症等死亡疑い死体対応マニュアル」

に関して、調査票、接触状況調査指針、船長への指示等

（英文を含む）を担当した。[ポール・キツタニ、大山卓

昭] 

 

１－III－９．ENTER-NETへの参加 

 腸管感染症に関する海外情報のネットワークである

ENTER-NETに参加し、ヨーロッパ各国よりファックス

およびインターネットにより得られるサルモネラ、腸管

出血性大腸菌 O157感染事例および菌情報の迅速収集を

行うと同時に、同組織に対しては、感染症情報センター

で入手したわが国におけるこれらの菌の検出状況の提供

を行い、国際情報交換の窓口となった。[岡部信彦、渡邊

治雄（細菌第一部）] 

 

１－III－１０．ビブリオバルニフィカスの魚貝類におけ

る実態調査 

近年問題となっているビブリオバルニフィカス感染症

の実態を把握するために５つの地研と協力して、毎月、

魚貝類におけるビブリオバルニフィカス及び腸炎ビブリ

オの定量的なデータを収集し、解析を行った。[岡部信

彦、田村和満（細菌第一部）、荒川英二（細菌第一部）、

山本茂貴（国立医薬品食品衛生研究所）] 

 

１－III－１１．エンテロウイルス重症感染症の疫学研究 

厚生科学研究：重症エンテロウイルス脳炎の疫学的ウ

イルス学的研究ならびに臨床的対策にする研究（岩崎班）

で実施した全国アンケート調査につき更に詳細に解析を

行った。回収率は、都道府県別に差は認められなかった

が、大学、国公立病院、子供病院の回収率が高かった。

EV71 による手足口病が流行した年は、重症化例が多く

発症していた。重症化例は７月をピークに６−８月に多

く発生していた。年齢は０歳、次いで５歳にピークがあ

り、２日齢から１８歳に分布していた。男性は女性の１．

７倍多かった。４４．３％が集団生活を送っていた。入

院日数は 1～234 日（中央値 6 日）で、２１日以上の長

期入院症例は 19 名報告された。年齢群によって入院と

なった原因疾患の割合が異なっていた。[多屋馨子、鈴木

葉子、大山卓昭、北本理恵、早川丘芳、丹生隆、大日康

史 逸見佳美、鈴木里和、新井智、岡部信彦] 

 

１－III－１２．麻疹、風疹感受性人口に関する研究 

 2003年に 0-59歳であった人の麻疹、風疹に対する推

計感受性者は麻疹で約 300 万人、風疹で約 1000万人で

あった。0-59歳であった人の風疹に対する感受性者は女

性約 380万人、男性約 730万人と男性、特に成人男性に

多く、女性のみに定期接種が実施されていた年代の男性

はその他の年齢群より感受性者が多かった。成人男性へ

の風疹感受性人口の蓄積から女性に対する風疹ワクチン

接種がワクチンを受けていない男性の風疹罹患を予防し

ていたことが推定された。[多屋馨子、新井智、佐藤弘、

荒木和子、岡部信彦、担当都道府県ならびに都道府県衛

生研究所] 

 

１－IV．予防接種、薬剤等に関する研究 

１－IV－１．水痘、流行性耳下腺炎、肺炎球菌による肺

炎等の今後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究 

 厚生労働科学研究費補助金新興・再興感染症研究事業

「水痘、流行性耳下腺炎、肺炎球菌による肺炎等の今後

の感染症対策に必要な予防接種に関する研究」（岡部班）

の研究の一環として、水痘-帯状疱疹、流行性耳下腺炎に

関する基礎、臨床、疫学的研究を実施した。 

（１）水痘、ムンプス 

ア.水痘、ムンプスの重症化例に関する研究 

 平成 16年 1月～12月の 1年間に、国内で水痘、ムン

プスに関連して入院あるいは死亡、及び、水痘ワクチン、
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おたふくかぜワクチンに関連して入院あるいは死亡した

患者につき全国アンケート調査を実施した。その結果、

30％回収段階における中間報告であるが、全国で数千人

の水痘、ムンプスによる入院患者が存在し、５名が水痘

で死亡していた。小児のみならず成人例も多く重症化し

ていた。[多屋馨子、佐藤弘、丹生隆、新井智、荒木和子、

森兼啓太、岡部信彦] 

イ.保育園における水痘、ムンプス流行に関する研究 

 保育園における水痘、ムンプスの発生状況ならびにワ

クチン接種率を検討し、保育園における両疾患の流行蔓

延に関する対策研究を行った。保育園児における両ワク

チン接種率は、全国で推計されている約 20-30％より遙

かに低く、10％以下の接種率であることが判明した。今

後更に、対象を増やして検討予定である。[安井良則（堺

市保健所）、藤井史敏（堺市保健所）、越田理恵（金沢市）、

多屋馨子、岡部信彦] 

ウ.動物実験モデルによるムンプスウイルスの神経病原

性に関する研究 

 哺乳ラット脳内接種試験（102.0pfu/dose）により、水

頭症の程度、脳病理標本、平均生存日数、病理組織学的

検査成績について検討した。[一戸貞人、斉加志津子、岡

部信彦] 

（２）風疹 

 厚生労働科学研究費補助金新興・再興感染症研究事業

（岡部班）、平原分担研究班の研究の一環として、風疹流

行および先天性風疹症候群の発生抑制に関する研究を実

施した。 

ア.風疹流行および先天性風疹症候群の発生抑制に関す

る緊急提言作成 

 本提言のうち、提言Ⅰ風疹予防接種の勧奨、提言Ⅲ流

行地域における疫学調査の強化の章を担当し、これを作

成した。[岡部信彦、多田有希、多屋馨子、中島一敏、砂

川富正、田中政宏、安井良則、谷口清州、新井智、大日

康史、大山卓昭、佐藤弘、重松美加、上野正浩、太田正

樹、鈴木葉子、松館宏樹、山口亮] 

イ.風疹 Q&A、風疹予防接種申込書・予診票、風疹予防

接種に関するガイドライン作成 

 上記３部作を作成し、感染症情報センターホームペー

ジ上に公開した。 

http://idsc.nih.go.jp/disease/rubella/index.html[多田有

希、田中政宏、多屋馨子、岡部信彦] 

ウ.2003 年の風疹地域流行の全体像把握調査（徳之島に

おける風疹予防対策調査） 

 徳之島で認められた風疹の流行対策として、鹿児島県、

鹿児島県衛生研究所、徳之島保健所と共同で、風疹の流

行抑制に関する検討を行った。 

 感染症発生動向調査、出席停止状況、医療機関からの

積極的な情報収集により風疹の地域流行を把握し、CRS

の全体像の把握として、感染症発生動向調査の強化、聴

覚障害調査（ABR スクリーニング）、小児先天性心疾患

児の情報収集、小児先天性白内障児の情報収集、人工妊

娠中絶の把握、風疹に対する感受性者及び予防接種状況

の把握について検討を行った。[中島一敏、田中政宏、多

屋馨子、多田有希、砂川富正、安井良則、谷口清州、新

井智、大日康史、大山卓昭、佐藤弘、重松美加、上野正

浩、太田正樹、鈴木葉子、松館宏樹、山口亮、岡部信彦] 

（３）日本脳炎 

ア.日本脳炎ワクチンと ADEMに関する研究 

 日本脳炎ワクチン後ADEM症例が発症したことから、

全国の小児科標榜病院約 3000施設を対象に 2003-04年

に発生した ADEM とその類縁疾患の疫学調査を行なっ

た。現在症例集積中であるが、100 例以上が報告されて

おり、年齢、性別、発症月、原因疾患、ワクチン接種と

の関連、予後について解析中である。[宮崎千明、多屋馨

子、岡部信彦] 

（４）水痘および流行性耳下腺炎の定期接種化の費用対

効果分析 

水痘および流行性耳下腺炎の Disease Burdenの推定

に基づいて、定期接種化のための費用対効果分析を行っ

た。成果は、国内学会等で報告した。[大日康史、菅原民

枝（筑波大学）、多屋馨子、岡部信彦] 

 

１－IV－２．トラベラーズワクチンに関する研究 

 国際医療協力研究委託事業 海外旅行者の健康管理及

び疾病予防に関する研究班（岡部班）で実施した調査に

ついて更に検討した。渡航からワクチン外来受診までの

日数は平均 56.7 日であり、渡航までに 1 か月未満の者

が多く、ワクチン接種期間に余裕がなかった。渡航予定

期間は平均 94.1日であり、長期渡航者はある程度余裕を

持って受診しているが、長期渡航者であっても直前の受
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診者がいた。[多屋馨子、橋本迪子、新井智、岡部信彦] 

（１）狂犬病 

ア.狂犬病のワクチン接種による拡大抑制効果の評価と

対策の検討 

イヌの狂犬病は流行している地域のイヌの 70％にワ

クチン接種を行なうことによって排除または防止できる

とされている。しかしながら、その検討は全て野犬が高

密度に生息した環境下での検討で、日本にはそのまま当

てはめることができない。そこでそれぞれの事例の評価

を基に日本においてどのような予防措置が必要か、狂犬

病ワクチンの評価も含めて検討した。 

[新井智、井上智(獣医科学部)、大日康史] 

イ.複数ワクチンの同時接種時の狂犬病ワクチンによる

抗体価の上昇に関する研究 

 狂犬病ウイルスの glycoproteinに対する平均抗体価は、

接種回数が増加するにつれて上昇し、2 回接種群が最も

高い平均抗体価を示した。一回接種では抗体価の上昇が

認められない接種者もいたが、2 回のワクチン接種によ

り、ほとんどの場合で防御レベルと考えられる 0.5IU/ml

相当以上の抗体価の上昇が確認された。可能な限り 2回

以上の接種を実施することが望ましいと考えられた。他

の不活化ワクチンとの同時接種での干渉作用は確認され

なかった。接種期間が十分に確保できない場合には、複

数のワクチンの同時接種も有効なワクチン接種方法であ

ると示唆された。[新井智、橋本迪子、多屋馨子、岡部信

彦] 

（２）破傷風 

 小児期に DPT ワクチンを接種していると考えられる

35 歳未満の年代においては接種前から破傷風抗体は維

持されており、1 回接種で十分なブースター効果が認め

られた。35歳以上の者については抗体を保有していない

者が高率に存在しており、この年代以降の者に対する破

傷風ワクチンは重要である。ワクチン接種前に抗体陰性

であった者に対しては少なくとも 2回接種が必要である。

[多屋馨子、橋本迪子、荒木和子、新井智、岡部信彦] 

（３）A型肝炎 

 30 歳未満ではワクチン接種前抗体陽性の者はいなか

った。1 回のワクチン接種で高率に抗体陽転を認めたも

のの、確実に陽転化するためには少なくとも 2回の接種

が必要である。複数ワクチンの同時接種であっても抗体

反応は良好であった。副反応は 102 回接種中 14 回で認

められたが、いずれも軽微で重篤な副反応は認められな

かった。[多屋馨子、橋本迪子、田中幸江、新井智、岡部

信彦] 

 

１－IV－３．麻疹、風疹ワクチンに関する研究 

 近年の年齢別麻疹、風疹、ＭＭＲワクチン接種状況に

関して検討した。1歳児麻疹ワクチン接種率は、「1歳に

なったらすぐ」をキャッチフレーズにした全国的なワク

チンキャンペーンの効果により 2001 年 52％、2003 年

63.4％と上昇を認めた。２歳児の接種率も 80%から 90%

に上昇した。1 歳児風疹ワクチン接種率は、2001 年度

35％、2003 年 35％と変化なく低値であった。MMR ワ

クチンについては、接種世代のピークが 2003年度 14-15

歳であり、接種率は約 40％であった。経過措置により風

疹ワクチンが定期接種の対象であった 10代後半から 20

代前半の年齢層における風疹ワクチン接種率は、この経

過措置終了前後２年間で上昇していなかった。[多屋馨子、

新井智、佐藤弘、荒木和子、岡部信彦、担当都道府県な

らびに都道府県衛生研究所] 

 

１－IV－４．混合ワクチンの品質確保に関する研究 

 厚生労働科学研究医薬安全総合研究事業（宮村班）の

分担研究 2年目として研究を行った。0歳児の DPTワク

チン接種率は 30.4％と低く、百日咳、ジフテリア抗体保

有率は 30％台と低値であった。百日咳の抗体保有率が年

齢と共に減少しないのは、年長児、成人層で百日咳菌の

曝露を受けていることが示唆される。年長児、成人の軽

症百日咳が乳児への感染源となることが報告されている

ため、対策が重要である。40 代以上では小児期に DPT

ワクチンを接種していないため、破傷風の抗体保有率は

4％台と著明に低値であった。破傷風の患者報告はほと

んどが 40 歳以上であることを考慮すると、成人層での

破傷風トキソイドの必要性が示唆される。小児期に受け

た DPTワクチン、DTトキソイド、DPワクチンにより、

20年以上は抗体が維持され、現行のワクチンの有用性が

示された。[多屋馨子、佐藤弘、新井智、荒木和子、丹生

隆、北本理恵、岡部信彦、流行予測調査事業グループ（厚

生労働省、山形、茨城、東京、福井、大阪、愛媛、福岡、

宮崎の各都府県及びその衛生研究所）、武田直和（ウイル

7



感染症情報センター 

ス第二部）、宮村達男（ウイルス第二部）] 

 

１－IV－５．ポリオワクチンの効果に関する研究 

 厚生労働科学研究新興再興感染症研究事業：ポリオ及

び麻疹の現状とその予防接種の効果に関する研究（加藤

班）の研究協力者として、ポリオウイルス感受性調査を

昨年に引き続き実施した。[長野秀樹（北海道立衛生研究

所）、沖村容子（宮城県保健環境センター）、水田克巳（山

形県衛生研究所）、岩井雅恵（富山県衛生研究所）、山下

照夫（愛知県衛生研究所）、岡本玲子（山口県環境保健研

究センター）、近藤玲子（愛媛県立衛生環境研究所）、多

屋馨子、佐藤弘、新井智、北本理恵、早川丘芳、岡部信

彦、清水博之（ウイルス第二部）、宮村達男（ウイルス第

二部）] 

 

１－IV－６．ワクチンの製造株の品質管理に関する研究 

 医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研

究事業（加藤班）の分担研究 1年目として実施した。現

行の予防接種後副反応報告ならびに予防接種後健康状況

調査より、報告された副反応を解析し、予防接種後副反

応報告に関しては、必要な検索が容易に実施できるよう

なデータベースファイルを作成した。予防接種後健康状

況調査については、平成 8-14 年分を累積してワクチン

別に健康状況の変化を集計した。予防接種副反応報告に

ついては、今回作成したデータベースファイルを用いる

ことにより、ワクチン別、ロット別に副反応報告を迅速

に集計、解析可能となり、新たなレイアウトを作成する

ことにより、解析目的に応じた検索システムの作成が容

易となった。今後シードロットシステムが導入された後

は、現行の予防接種後副反応報告あるいは、別の報告シ

ステムを構築して副反応を収集し、このファイルに入力

することにより、これまでのワクチンとの比較ならびに

新しいワクチンの副反応解析が容易になると考えられた。

[多屋馨子、岡部信彦] 

 

１－IV－７．熱帯病･寄生虫症治療のための国内未承認

薬の確保･供給 

平成 16 年度から開始された創薬等ヒューマンサイエ

ンス総合研究事業｢熱帯病・寄生虫症に対する稀少疾病治

療薬の輸入・保管・治療体制の開発研究｣班 (主任研究者: 

名和行文) の主要な活動として、熱帯病や寄生虫症に対

する治療薬剤で、国内で認可されていないが必要なもの

を許可を得て輸入し、全国 22ケ所の保管機関に配付し、

それらの機関を通じて薬剤入手を可能にする体制を構築

し、運営してきた。そして、これらの国内未承認薬ヘの

アクセスを容易にすることを目的に、研究班のホームペ

ージを充実させた。また、平成 16 年度には医療従事者

を対象とした研修会「輸入感染症・寄生虫症診療の最前

線」を開催した。 

 平成 14 年度に発行した「寄生虫症薬物治療の手引き 

2003 年改訂第 5 版」については、その後数回にわたり

小規模な改訂を行い、研究班のホームページから PDF

版でダウンロードできるようにしたが、現在「改訂第 5.4

版」に更新されている。[木村幹男、日谷明裕、宮村和夫] 

 

１－V．病原体等の研究 

１－V－１．日本脳炎ウイルス 

（１）日本脳炎ウイルス自然感染率の検索 

日本脳炎ウイルス自然感染率の検索のために、血清銀

行の血清および宮崎県で採取された血清を用いて日本脳

炎ウイルス非構造蛋白質である NS1 に対する抗体保有

率を検索した。その結果、2001年に採血された宮崎県、

福岡県、山梨県、長野県、愛知県、秋田県、福島県、山

形県の住人の NS1に対する抗体保有率は、全体で約 4％

であった。[新井智、早川丘芳、丹生隆、小西英二（神戸

大）、山本正悟(宮崎衛研)、多屋馨子、岡部信彦] 

（２）ブタとニワトリが近接して飼育されている環境で

の日本脳炎ウイルス感染状況の検索 

 ブタおよびニワトリが非常に近接して飼育されている

環境で、ブタおよびニワトリでの日本脳炎ウイルス感染

状況の推移を調査した。その結果、ニワトリもブタもと

もに感染は確認できたものの、感染ウイルス量は微量で

ウイルス分離できる量ではなかった。[新井智、多屋馨子、

岡部信彦、大竹正剛(静岡中小試験場)、岩澤敏幸(静岡中

小試験場)、堀内篤(静岡中小試験場)、池谷守司(静岡中小

試験場)、鈴木滋(静岡中小試験場)、高崎智彦(ウイルス第

一部)、沢辺京子(昆虫医科学部)] 

（３）蚊媒介性ウイルスのベクター要求性の解明と創薬

探索に関する研究 

蚊によって媒介されるウイルスのベクターステージの
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生物学的意義およびウイルスライフサイクルにおけるベ

クターの重要性とウイルス生存への影響を解析した。解

析には、日本で家畜に使用されている日本脳炎ウイルス

生ワクチン株とその親株を用いた。ワクチン株 3株、親

株 2株の合計 5株の全塩基配列を決定した。塩基配列か

らワクチン株に共通のアミノ酸変異はわずかに 1カ所の

みで、1 アミノ酸の変異が病原性やベクター内での増殖

に影響を与えている可能性が示唆された。 [新井智、高

崎智彦(ウイルス第一部)、多屋馨子、辻正義(酪農大)、石

原智明(酪農大)、倉根一郎(ウイルス第一部)、岡部信彦] 

 

１－V－２．風疹ウイルス 

（１）国際的動向を踏まえた体外診断薬の品質管理に関

する研究 

 厚生労働科学研究費補助金医薬品・医療機器等レギュ

ラトリーサイエンス総合研究事業（竹森班）の研究協力

として、風疹抗体検出キットの品質管理に関する研究を

行った。風疹抗体測定において赤血球凝集抑制試験，酵

素免疫法、ラテックス免疫比濁法による成績を比較し、

赤血球凝集抑制試験の抗体価を基準とした場合の他法に

おける測定値の評価の目安が得られた。[佐藤弘，多屋馨

子，逸見佳美，岡部信彦，竹森利忠（免疫部）] 

 

１－V－３．ダニ媒介性疾患関連病原体の解析および疫

学調査 

 ダニによる刺咬後、熱症状を呈するダニ媒介性不明熱

疾患の疫学調査および解析を目的として、ダニ媒介性疾

患の疫学調査を実施した。疫学調査地域は、ダニ媒介性

疾患の日本紅斑熱の存在が確認されている島根県宍道湖

周辺を対象とした。調査対象は、バベシア原虫、エルリ

キア、およびその他ダニによって媒介される可能性のあ

る病原体を対象とした。その結果、宍道湖周辺の野鼠に

バベシア原虫およびエルリキアなどの感染が確認された。 

[新井智、田原研司(島根県環境研)、板垣朝夫(元：島根県

環境研)、辻正義(酪農大)、石原智明(酪農大)、岡部信彦] 

 

１－V－４．エンテロウイルス 

（１）エンテロウイルスの同定法の検討 

無菌性髄膜炎および不明発疹症の患者から得られた臨

床検体からエンテロウイルスの分離同定および遺伝子診

断を行うとともに、エンテロウイルス検出同定法の検討

を行った。 

静岡県と宮崎県の患者から分離同定したエコー16 型

24株について、ウイルスゲノムの塩基配列の比較を行っ

た。[荒木和子、多屋馨子、元明秀成(宮崎県衛生環境研

究所)、岡部信彦] 

（２）PCR法によるアデノウイルス血清型の同定 

アデノウイルスの分離、同定には時間がかかるため、

簡便で感度、精度とも高い検査法の開発が要求される。

昨年に引き続き、PCR-制限酵素切断法(REA)およびマル

チプレックス PCR 法による血清型同定の試みを継続し

ている。今回は、アデノウイルス眼感染症を迅速に診断

するため、分離頻度の高い、アデノ３、７、８、１９、

３７型に特異的なプライマーを作成し、マルチプレック

ス PCR法により、一回の PCR増幅のみで高精度な血清

型同定法を開発した。[アディカリ アルンクマー、ウル

ミラ バニク、向山淳司、松野重夫、稲田敏樹、岡部信

彦] 

 

１－VI．学校等におけるウイルス性集団発生の防止法の

確立に関する研究 

 日本学術振興会科学研究の研究班として、学校で集団

発生を起こし、社会的に問題となっているノロウイルス

の防止策に取り組んだ。[西尾治、藤本嗣人(兵庫県立健

康環境科学研究センター)] 

 

１－VII．局在性付着大腸菌の血清型と eae 遺伝子型に

ついて 

わが国で下痢症患者または健常者から、またタイ国で

患者から分離された局在性付着大腸菌の血清型と付着性

に直接関与しているインチミンをコードしている eae遺

伝子の遺伝子型を調べた。遺伝子型は PCR の増幅産物

を用いた Heteroduplex Mobility Assay (HMA)法で行っ

た。わが国で分離される大腸菌は古典的な血清型に属す

るものが少ないこと、H血清型と eae遺伝子型に相関が

あることがわかった。[伊藤健一郎、山﨑貢（愛知県衛生

研究所）、森屋一雄・諸石早苗（佐賀県衛生薬業センター）、

八柳潤（秋田県衛生科学研究所）、倉園貴至（埼玉県衛生

研究所）、蛭田徳昭（横須賀市衛生試験所）、Orn-Anong 

Ratchtrachenchai（タイ国保健研究所）] 
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１－VIII．リアルタイム PCR (SmartCycler)による迅速

診断法の開発 

１－VIII－１．大腸菌 

EPEC及びEHECの局在性付着に関する eae遺伝子、

腸管凝集性大腸菌の凝集性付着に関する aggR 遺伝子及

び耐熱性腸管毒素 astA 遺伝子を対象として、TaqMan 

probeによるリアルタイム PCR法を開発した。それぞれ

のプローブを異なる蛍光色素（FAM/VIC/ROX）で標識

することにより、１本のチューブで３種類の遺伝子を同

時に検出することができる。[伊藤健一郎] 

 

１－VIII－２．チフス菌・パラチフス菌の薬剤耐性の検

査 

サイクリングプローブ法を用いて gyrA の変異部分に

プライマーを設計し、それぞれの変異を明確に区別でき

る方法を確立した。サイクリングプローブ法は、RNA

とDNAのキメラプローブとRNase Hを組み合わせた検

出法で、遺伝子断片の特定配列を効率よく検出できる。 

最初に野生株と同じであるかをスクリーニング試験し

て、蛍光が上昇すれば同じと判定できる。上昇しない場

合は変異があることを示し、変異の部位の塩基の種類を

判別する確認試験を行う。最近分離され細菌第一部に送

付されたチフス菌・パラチフス菌を試したところ、シー

ケンスの結果及び薬剤耐性試験の結果と完全に一致した。

[伊藤健一郎・広瀬健二(細菌第一部)] 

 

１－VIII－３．レジオネラ菌 

 レジオネラ属に共通する 16S ｒRNA領域とmip遺伝

子の Legionella pneumophila に特異的な配列を対象と

して、TaqMan probe によるリアルタイム PCR 法を開

発した。それぞれのプローブを異なる蛍光色素

（FAM/ROX）で標識することにより、１本のチューブ

で２種類の遺伝子を同時に検出することができる。[伊藤

健一郎、倉文明・前川純子(細菌第一部)、佐藤卓（岩手

県環境保健研究センター）] 

 

２．サーベイランス業務 
２－I．感染症発生動向調査事業の実施および情報の還

元 

２－I－１．病原体情報の収集と月報・年報の作成 

 病原微生物検出情報事務局において、病原体情報セン

ター業務として、オンラインによる報告票の収集、電算

機処理、情報ファイル作成、作表、月報および年報の作

成、配布に関する一連の作業が継続的に実施された。 

(１)情報処理：2004 年 1 月－2004 年 12 月の検出病原

体報告数は、病原菌については地研・保健所 9,792、検

疫所 2,485、都市立感染症指定医療機関 500であった。

ウイルス（リケッチア，クラミジアを含む）に関しては

13,032件の検出報告をうけた。 

(２)月報の編集：本年度中に病原微生物検出情報月報が

12 号（第 25 巻）および第 25 巻索引が編集・発行され

た。また、インターネットを介して毎月、病原微生物検

出情報が国内外に提供された。 

(３)年報の編集：病原体情報に関する年報は、欧文によ

る 2000 年年報が、Jpn. J. Infect. Dis., 2001 Vol. 54 

Supplement として編集・発行された。[山下和予、齊藤

剛仁、赤塚昌江、加藤信子、野地元子、徳永真里子、木

村幹男、ポール・キツタニ、岡部信彦] 

 

２－I－２．感染症疫学情報の解析に基づく特集記事の作

成 

  毎月１回の編集委員会で、特定の感染症を患者発生情

報と病原体情報の両面から分析し、「病原微生物検出情

報」の特集記事を作成した。掲載された記事は、2004

年４月号：アデノウイルスと咽頭結膜熱、5 月号：食品

媒介寄生蠕虫症、6 月号：腸管出血性大腸菌感染症、7

月号：HIV/AIDS、8月号：性器クラミジア感染症、9月

号：手足口病、10 月号：溶血性レンサ球菌感染症、11

月号：インフルエンザ、12月号：水痘、2005年 1月号：

ロタウイルス、2 月号：髄膜炎菌性髄膜炎、3 月号：百

日咳である。[山下和予、齊藤剛仁、赤塚昌江、加藤信子、

徳永真里子、野地元子、木村幹男、多田有希、岡部信彦、

谷口清州、重松美加、多屋馨子、伊藤健一郎、西尾治、

井上栄、渡邊治雄（副所長・細菌第一部）、寺嶋淳（細菌

第一部）、池辺忠義（細菌第一部）、高橋英之（細菌第一

部）、廣瀬健二（細菌第一部）、倉根一郎（ウイルス第一

部）、岸本寿男（ウイルス第一部）、安藤秀二（ウイルス

第一部）、井上直樹（ウイルス第一部）、宮村達男（ウイ

ルス第二部）、田代眞人（ウイルス第三部）、小田切孝人

（ウイルス第三部）、荒川宜親（細菌第二部）、新谷三春
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（細菌第二部）、蒲地一成（細菌第二部）、遠藤卓郎（寄

生動物部）、川中正憲（寄生動物部）、小林睦生（昆虫医

科学部）、神山恒夫（獣医科学部）、佐多徹太郎（感染病

理部）、石井則久（ハンセン病研究センター）、山本直樹

（エイズ研究センター）、石川直子（国際協力室）、中嶋

建介（厚生労働省・国際協力室）、山本茂貴（国立衛研）、

田中義枝（企画調整主幹）、中谷比呂樹（企画調整主幹）、

倉田毅（所長）、吉倉廣（顧問）、中里栄介（厚生労働省）、

滝本浩司（厚生労働省）、河村成彦（厚生労働省）、浅沼

一成（厚生労働省）、猿田克年（厚生労働省）、田中剛（厚

生労働省）] 

 

２－I－３．感染症週報の発行 

平成 11年 4月施行の｢感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律｣、および平成 15 年 11 月施

行の一部改正の主旨のもとに、感染症週報の発行を継続

しており、当感染症情報センターのホームページ上に

PDF版と HTML版とで掲載している。 

感染症週報には「発生動向総覧」以外に、「注目すべき

感染症」としてその時々で問題となる感染症を 1～2 件

取り上げ、詳細な解説を行い、｢病原体情報｣として、そ

の時々で問題となる感染症の患者からの病原微生物検出

状況を掲載している。 

また、「速報」においては、主に地方衛生研究所から投

稿される、国内で問題となったアウトブレイクに関する

最新の記事などを掲載し、成田空港検疫所の協力で｢海外

感染症情報｣のコーナーを設けて、最新の海外感染症に関

する記事を紹介し、｢感染症の話｣においては所内外の協

力を得て、感染症法に規定された疾患、あるいはそれ以

外の疾患も取り上げて解説を行い、「読者のコーナー」に

おいては、外部からの問い合わせのあった質問につき、

掲載する価値があると判断されたものを多くの読者にも

公開している。［岡部信彦、木村幹男、多田有希、安井良

則、谷口清州、多屋馨子、重松美加、森兼啓太、齋藤剛

仁、菊池仁(成田空港検疫所)、石井俊也（成田空港検疫

所）、大竹由里子、松岡静香、加藤信子、中里篤、FETP

研修生 5 期＆6 期、砂川富正、中島一敏、大山卓昭、田

中政宏］ 

 

２－I－４．感染症発生動向調査事業年報 CD-ROM版デ

ータ集 (2003/1-2003/12) の発行 

感染症法が施行されてからの感染症発生動向調査の確

定データを迅速に還元するためには、時間のかかるコメ

ントの作成を最小限にしてデータ集の形で発行するのが

望まれる。このため、利用者がデータ処理をできるよう

にエクセルの表を中心として収載した CD-ROM 版 

(2003/1-2003/12) を平成 17 年 3 月に発行した。疾患の

詳細分類、推定感染地毎の分類を行い、データの経年変

化も収載した。[岡部信彦、木村幹男、谷口清州、多田有

希、多屋馨子、安井良則、重松美加、FETP研修生 5期

&6期、加藤信子、進藤義宏、中里篤] 

 

２－I－５．感染症発生動向調査事業年報 1999年(4～12

月)・2000年（冊子版）の編集 

感染症法発生動向調査に基づく患者情報および病原体

情報は、その迅速な還元を目的に、感染症法施行以降は

CD-ROM 版データ集の発行を行っているところである

が、冊子での保存も望まれていた。このため、厚生労働

省結核感染症課発行による「感染症発生動向調査事業年

報 1999年(4～12月)・2000年」冊子版の編集を行った。

今後 2001 年以降についても順次発行予定である。[ 岡

部信彦、木村幹男、多田有希、加藤信子、中里篤、大竹

由里子、松岡静香、進藤義宏、安井良則、山下和予、赤

塚昌江、齋藤剛仁、徳永真里子、野地元子] 

 

２－I－６．インターネット等による病原体情報の提供 

(１) 病原体情報報告機関に対して、速報を還元するた

めに主要病原体の動向を WWW-WISH の電子会議室の

病原体情報フォーラムにアップロードした。また

WWW-WISH の個別情報システムによる還元情報速報

閲覧のために新しいデータのアップロードを毎日行った。  

(２) IDSCホームページの「病原微生物検出情報」のペ

ージに、オンラインで随時報告されるデータの追加・変

更を反映させた速報グラフを更新・掲載した。地方衛生

研究所などからの速報記事を随時掲載した。また、累積

データに基づく統計表とグラフおよび病原体名、疾病名

から検索できる月報特集記事索引を毎月作成し更新・掲

載した。 

(３) インフルエンザシーズン中、ウイルス第三部への

インフルエンザウイルス情報の転送と、WHOの FluNet
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への日本の週別型別分離数データのアップロードを毎週

行った。 

(４) 地方衛生研究所と検疫所の検査情報担当者メーリ

ングリストを整備し、毎月の予定についての連絡、バー

ジョンアップやインフルエンザ検査担当者やSARS検査

担当者への連絡に活用した。[齊藤剛仁、赤塚昌江、徳永

真里子、野地元子、加藤信子、山下和予]  

 

２－Ⅱ．感染症発生動向調査のシステムの改善 

２－II―１．感染症検査情報収集還元オンラインシステ

ムの改良 

  平成 12 年 1 月より運用を開始した感染研－地研・検

疫所間の感染症検査情報（病原体情報）コンピュータオ

ンラインシステム Version4 について、不具合修正と機

能追加のためプログラムの改善を行った。2004/05 イン

フルエンザシーズン用抗血清コードを追加した

Version4.70を平成 16年 10月に、さらに検出病原体コ

ードなどを追加修正した Version4.71 を平成 17 年 1 月

より運用開始した。またフルバージョンの CD-ROM 版

マニュアルを作成し各報告機関に配布した。[山下和予、

齊藤剛仁、徳永真里子、加藤信子、赤塚昌江] 

 

２－II―２．感染症法に基づく発生動向調査の報告規準

改定に関する技術的支援業務 

 2004年 11月の感染症法改定に続き、最新の疾病情報、

検査診断技術の進歩を反映し、より的確に患者発生動向

を把握するための報告基準改正を実現するために、各疾

患別に再評価を実施し、科学的、医学的見地からの情報

提供、および提言を実施した。[岡部信彦、谷口清州、重

松美加、田中政宏、木村幹男、多田有希、多屋馨子、新

井智、山下和予] 

 

２－III. 感染症発生動向調査事業に関する業務 

２－III－１．感染症発生動向調査、各種疾患別情報およ

び新着情報、鳥インフルエンザ関連緊急情報、インフル

エンザ Q&A などのインターネットホームページへの掲

載、更新、維持 

 感染症発生動向調査の解析結果、時系列グラフ、地図

グラフをホームページ上に掲載し、定期的に更新、維持

管理を行った。各種疾患別情報および新着情報、鳥イン

フルエンザ関連緊急情報、およびインフルエンザ Q&A

などのページについても内容を検討し、HTML および

PDF ファイル等の作成、維持管理を行った。[大竹由里

子、松岡静香、安井良則、重松美加、森兼啓太、田中政

宏、多田有希、木村幹男、加藤信子] 

 

２－III－２．海外感染症情報の収集と評価 

WER (WHO)、MMWR (米国 CDC)、Eurosurveillance 

Weekly (EU)、CDR Weekly (英国)、SCIEH Weekly 

Report (スコットランド)、CDI(豪州)、Lancet、N. Engl. 

J. Med.、 J. Infect. Dis.、Clin. Infect. Dis.、 J. Travel 

Med.などや、電子メールでの ProMED、Outbreak 

Verification List (WHO、参加機関のみ) や TravelMed 

(国際旅行医学会、会員のみ)、あるいは、その他種々の

ウエブページ上での感染症情報を収集･評価し、必要な情

報を関係機関に提供した。[岡部信彦、木村幹男、谷口清

州、多屋馨子、多田有希、新井智、安井良則、重松美加、

森兼啓太、大日康史、田中政宏、大山卓昭、砂川富正、

齊藤剛仁、中島一敏、ポール・キツタニ、FETP 研修生

5期＆6期] 

 

２－IV．感染症流行予測調査事業に関する業務 

２－IV－１．感染症流行予測調査報告書の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課及び感染研関係各部と

共同で，平成 15年度（2003年度）報告書を作成した。 

 

２－IV－２．感染症流行予測調査結果速報の発信 

平成 16年度感染症流行予測調査のうち，A）インフル

エンザ HI抗体保有状況を 11月 26日から 12月 24日ま

で計 3回，B）全国日本脳炎ブタ情報（HI抗体保有状況）

を 6 月 30 日～12 月 1 日まで計 17 回速報としてホーム

ページ上に公開した。C)麻疹、風疹、MMR ワクチンの

年齢別接種率をホームページ上に公開した。 

 

２－IV－３．感染症流行予測調査実施要領の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課と共同で，平成 16 年

度版を作成した。 

 

２－IV－４．データバンク保存 
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２－IV－５．オンライン入力システムの改訂、検証 

都道府県からの結果送付用のシステムおよび集計シス

テムを改訂、検証した。 

 

２－IV－６． 事務局業務 

厚生労働省健康局結核感染症課，都道府県，都道府県

衛生研究所，感染研関係各部との密接かつ円滑な連携を

保つための業務を行った。[多屋馨子，新井智，佐藤弘，

北本理恵，早川丘芳、丹生隆，荒木和子，岡部信彦] 

 

２－V. サーベイランス事業の支援  

２－V－１．院内感染対策サーベイランス事業の支援 

厚生労働省事業として行われている「院内感染対策サ

ーベイランス」を支援する、厚生労働科学研究費補助金

「薬剤耐性菌の発生動向のネットワークに関する研究」

の分担研究班：「院内感染サーベイランスにおける解析結

果の還元・提供に関する研究」および「手術部位感染症

における効果的な感染症発生動向の把握と感染症リスク

因子解析に関する研究」に対して横断的に担当し、解析

結果のフィードバックに関するアンケート調査や、入力

支援・データ提出・解析・フィードバックの流れを一元

的に管理できるソフトウエアの開発に参画した。[森兼啓

太、谷口清州、岡部信彦、荒川宜親（細菌第二部）、小西

敏郎（NTT東日本関東病院）、針原康（同）、フィンガル

リンク株式会社、片岡穣（厚生労働省医政局指導課）、溝

口達也（同）] 

 

２－V－２．国内感染症集団発生事例に対する調査支援 

-病原性大腸菌 O１５７感染症広域集団発生事例（岡山

県、香川県、石川県、福井県） 

-施設内ＶＲＥ集団発生事例（山口県山口市） 

-施設内ＶＲＥ集団発生事例（山梨県巨摩郡） 

-施設内ＶＲＥ集団発生事例（鳥取県米子市） 

-施設内ＶＲＥ集団発生事例（京都府京都市山科区） 

-風疹の地域的流行事例（鹿児島県徳之島） 

-施設内ノロウイルス感染症集団発生事例（広島県福山

市） 

[森兼啓太、田中政宏、砂川富正、中島一敏、多屋馨子、

谷口清州、岡部信彦] 

 

２－V－３．地方自治体における麻疹対策強化活動の支

援 

埼玉県さいたま市保健福祉局による、麻疹対策強化活

動「はしかゼロ・マーチ」運動（2004年 10月開始）に、

同市対策会議の委員として麻疹サーベイランスの強化活

動に関する協議運営に協力支援した。[田中政宏] 

-沖縄はしかゼロプロジェクトの特別委員として全数報

告制度などの運用に協力支援した。 

[中島一敏、登坂直規、砂川富正] 

 

２－V－４．国際的な感染症対策の枠組みに係わる技術

支援 

 世界保健機関により行われている国際保健規則（IHR）

の改正に関連して、その条文を技術的に検討し、作業部

会にての議論を行い、また政府間調整会議で議論を行っ

た。またバイオテロ対策やパンデミック対策において、

G7+メキシコの GHSAGの会議に参加し、技術的な支援

を行った。[田中政宏、重松美加、中島一敏、大日康史、

谷口清州] 

 

２－VI．感染症情報の収集、評価及び予防対策の策定 

２－VI－１．生物学的製剤に起因する感染症に関する安

全性関連情報収集業務 

移植片、輸血、タンパク製剤など生物由来の医療関連

材料によると考えられる感染症を、早期に把握し、情報

提供することにより、健康被害の拡大を防ぐことを目的

とした情報収集と、そのためのシステム構築を開始。昨

年度に引き続き、2000年以降の海外の文献情報を遡り検

索し、関連情報をデータベース化した。2003 年 9 月以

降は、報道機関ニュースと、各国および国際的機関の公

式情報を毎日、国内外の文献情報を定期的に収集し、生

物学的製剤との関連を検討評価し、データベースに蓄積

した上で、事務局として、生物学的製剤由来感染症評価

検討委員会へ提出し、その調査、対応の緊急性を評価し、

関係諸機関へ報告した。また、情報検索および蓄積・検

索データベースのシステム開発に関与し、試験稼働を開

始した。[谷口清州、重松美加、多屋馨子、柴田博子] 

 

２－VI－２．SARSに対する情報収集と対策 

 SARSの再流行を懸念し、引き続きWHO、CDCを始
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め各国が随時発出する情報を常時監視し、情報収集とそ

の評価、および適宜日本語に翻訳し、迅速な提供に努め

た。感染症情報センターのホームページには、医療従事

者のみならず国民からのニーズの高い「SARS に関する

Q&A」や、検査室対応をはじめとした各種指針、および

前述の翻訳文（約 100文書）を掲出し、広く情報提供に

努めた。また、所内および他研究所における実験室内感

染の防止のための指針作りや、緊急時連絡体制の確立に

対し、助言と協力を提供した。リスクコミュニケーショ

ンとして、情報センター長を中心に報道機関への毎週、

あるいは隔週のブリーフィングを行い、社会への正確で

迅速な情報の提供と、科学的知識の普及に努めた。[重松

美加、森兼啓太、田中政宏、大日康史、多田有希、安井

良則、松岡静香、FETP5期＆6期、砂川富正、中島一敏、

ポール・キツタニ、大山卓昭、谷口清州、岡部信彦] 

 

２－VI－３．トリインフルエンザの汎アジア的発生に対

する情報収集とヒト流行への予防的対策 

2003 年末からアジアで発生している鳥インフルエン

ザ（H5N1）の、ヒト感染が確認されたベトナムにおけ

る疫学情報や実験室診断に関する情報収集を行い、現地

担当者と情報交換を実施し、感染拡大防止の対策などの

情報提供、技術支援を行った。WHO、OIE（国際獣疫事

務局）や各国衛生主管部局より発信された情報を整理し、

随時日本語に翻訳（約 150文書）して情報センターのホ

ームページに迅速に掲出し、国民の情報ニーズに対応す

るとともに、定期的なメディア・ブリーフィングの実施

など、リスクコミュニケーションの向上を図った。並行

して、日本で鳥インフルエンザからのヒトでのパンデミ

ック発生に備えた対応計画の策定のための情報収集と、

既存の各国の計画の評価を行った。[重松美加、森兼啓太、

田中政宏、大日康史、砂川富正、中島一敏、ポール・キ

ツタニ、大山卓昭、FETP5期＆6期、谷口清州、岡部信

彦] 

 

２－VI－４．インフルエンザ流行期におけるインフルエ

ンザ総合対策（強化サーベイランス、電話、メール問い

あわせおよびウェブ情報の提供） 

厚生労働省インフルエンザ総合対策の一環として、イ

ンフルエンザの発生動向調査に基づく注意報警報システ

ム、インフルエンザ様疾患の迅速報告システムとインフ

ルエンザ関連死亡迅速把握システムを運用、解析、情報

提供するとともに、インフルエンザのＱ＆Ａを更新し、

医療従事者以外の要望の強い情報も提供した。インフル

エンザホットライン業務を 12 月から 3 月までの平日日

中時間帯に実施した。[岡部信彦、谷口清州、多屋馨子、

重松美加、森兼啓太、田中政宏、大日康史、松岡静香、

木村幹男、多田有希、安井良則、新井智、荒木和子、大

山卓昭、砂川富正、中島一敏、FETP研修生 5期＆6期] 

 

３．国際協力関係業務 
３－I．国際的調査協力及び支援 

３－I－１．国際的感染症集団発生事例に対する調査協力 

（１）アジアにおける鳥インフルエンザの感染拡大をう

けて、ベトナムを統括するWHOから現地情報収集・解

析にあたるスタッフ派遣の要請があり、これに応じて約

1ヶ月ずつ 6名をWPROへ、1名をWHO本部へ派遣し、

感染拡大防止活動へ協力した。[山口亮、神垣太郎、松舘

宏樹、三村敬司、太田正樹、森山和郎、小林幹子] 

（２）中国における SARS（重症急性呼吸器症候群）の

実験室感染事例に対し、WPRO（国際保健機関西太平洋

事務局）からの要請を受けて、国際専門家調査団の一員

として、院内感染対策、疫学調査、診断検査法の検証、

実験室内バイオセーフティ対策について、北京市および

安徽省合肥市、淮南市における調査協力を行った。 [重

松美加] 

（３）中国におけるポリオ対策の支援のため、国際チー

ムの一員として現地にて技術的な協力を行った。[上野正

浩] 

 

３－I－２．大規模災害における国際的支援 

（１）2004 年 12 月 26 日にスマトラ沖で発生した大規

模地震と、それに続く津波により、タイ、インドネシア、

スリランカ、モルジブ、インドなど、周辺の沿岸部を中

心に多くの被災民の発生を含む深刻な被害が生じた。特

に、被害の大きかったバンダアチェ州（インドネシア）

の被災民救済のために、日本政府が派遣した国際緊急救

援隊の医療チームへ参加し、長崎大学熱帯医学研究所と

共に、被災地における今後の感染症の流行可能性の調査

と評価を行い、今後の対策に関して現地州政府、インド
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ネシア保健当局、WHO および関連国際機関への情報提

供および提言を行った。 

[田中政宏、重松美加、高木正洋（長崎大学熱帯医学研究

所）、砂原俊彦（長崎大学熱帯医学研究所）、石田正之（長

崎大学熱帯医学研究所）] 

（２） 2004年スマトラ島沖地震・津波災害後の感染症

予防対策を実施しているＷＨＯチームに対し、WHO の

要請を受けて、インドにおけるWHOの南東アジア地域

事務局 (SEARO) およびジュネーブにおける WHO 本

部(HQ)で各１名ずつ、感染症対策の短期アドバイザーと

しての技術的・専門的支援を行った。[ポール・キツタニ、

小林幹子] 

（３） 2005年 3月、各省庁からの 33名で構成された、

スマトラ沖大地震及びインド洋津波被害政府調査団に参

加し、タイ及びスリランカを訪問、感染症関連のアセス

メントを行い、日本の長期支援に関する提言を行った。

[中島一敏] 

 

３－II ．国際研修  

３－II－１．感染症管理指導者研修 

Immunization schedule and measles/rubella control in 

Japan.2004.2.5. 

[多屋馨子] 

 

３－II－２．海外からの来所者への感染症情報センター

の活動および感染症対策に関する情報提供と広報 

国立国際医療センター海外研修生、JICA 留学生、各

国保健医療および政府関係者などの来所時に、感染症情

報センターの活動、国内感染症の発生動向、国内および

国際連携による感染症対策の現状、SARS を含む国際感

染症対策、パンデミック対策などについての情報提供、

広報業務をおこなった。[岡部信彦、谷口清洲、重松美加、

森兼啓太、田中政宏、砂川富正、中島一敏、木村幹男、

多田有希、多屋馨子、齋藤剛仁、山下和予]   

 

４．研修業務 
４－I．感染症危機管理およびそれに関わる人材養成（実

地疫学専門家養成プログラム）に関する業務 

４－I－１．全般実施状況 

FETPの実施は 6年目となり、平成 16年 4月、6期生

9 名（山口亮、三村敬司、松舘宏樹、森山和郎、神垣太

郎、登坂直規、小林幹子、鈴木葉子、太田正樹）を迎え

た。平成 17 年 3 月には 5 期生（上野久美、上野正浩、

増田和貴）が研修終了した。また平成 13 年度から Dr 

John Kobayashi （Washington University, 米国）

に長期コンサルタントを依頼し、感染症疫学研究、地方

自治体との積極的疫学調査などが充実した。 

 

４－I－２．感染症集団発生事例に対する実地疫学調査協

力 

平成 16 年度において、実地疫学専門家養成プログラ

ム（FETP）は、以下の感染症集団発生事例に対して、

地方自治体からの要請を受けて、調査協力を行った。 

-病原性大腸菌 O１５７感染症広域集団発生事例（岡山

県、香川県、石川県、福井県） 

-施設内ＶＲＥ集団発生事例（山口県山口市） 

-施設内ＶＲＥ集団発生事例（山梨県巨摩郡） 

-施設内ＶＲＥ集団発生事例（鳥取県米子市） 

-施設内サルモネラ菌感染症集団発生事例（茨城県つくば  

市） 

-原因不明の急性脳症集団発生事例（新潟県、秋田県、山

形県） 

-施設内ＶＲＥ集団発生事例（京都府京都市山科区） 

 

４－I－３．研修活動 

FETP のトレーニングの一環として、初期導入研修

（ John Kobayashi, Richard Dicker, Piyanit 

Tharmaphornpilas；4月）とともに、国際的なインフル

エンザ予防対策および SARS対応（Timothy Uyeki；５

月）、食品・水を介する感染症（Robert Qick；8～9月）、

院内感染（Mike Bell；10月）、サーベイランスの理論と

実際（Julia Fitzner, Conchy Roces；3月）に関するセ

ミナーを開催した。 

 

４－I－４．教育研修経験 

教育経験のための研修として、全国感染症危機管理研修

会での講義、地方自治体の感染症危機管理研修会（埼玉

県、東京都、神奈川県、鹿児島県、新潟県、熊本県、青

森県、岩手県、秋田県、三重県）での講義・討論をおこ

なった。 
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４－I－５．感染症疫学研究 

平成 15 年度に研修終了した 5 期生が以下の長期プロ

ジェクト研究発表をおこなった。 

-「感染症発生動向調査のデータを利用した麻疹流行の予  

測」（上野久美） 

-「2004 年京都府における鳥インフルエンザ事例の疫学

調査」（上野正浩） 

-「腸管出血性大腸菌感染症（ＥＨＥＣ）における感染危

険因子の検討」（増田和貴） 

 

４－I－６．感染症サーベイランス活動 

毎週ごとに収集されるサーベイランス報告対象疾患の

情報を監視・解析し、必要に応じて地方自治体とともに

公衆衛生的介入を実施した。 

-レジオネラ症増加に対する注意喚起 

-ＨＩＶ／ＡＩＤＳ発生動向に基づいた提言 

-風疹症例増加に対する予防接種推奨とそれに伴う先天

性風疹症候群の対応、等 

 

４－I－７．感染症情報の還元 

感染症サーベイランス、感染症集団発生事例に対する

実地疫学調査協力などで得られた情報を病原体検出情報

（月報）、感染症週報などを通じて一般住民、公衆衛生従

事者などに還元した。また、インフルエンザ流行時期（10

月～3 月）には、一般住民からのインフルエンザに関す

る問い合わせ、公衆衛生・医療関係者からの SARS、鳥

インフルエンザ等に関する問い合わせに対応した。[岡部

信彦、FETP5期＆6期、感染症情報センタースタッフ一

同] 

 

４－II．国立保健医療科学院による研修の実施 

４－II－１．特別課程ウイルスコース 

国立保健医療科学院による特別課程ウイルスコースと

して、平成 16年 9月 14日から 10月 15日に感染研村山

分室で研修会を実施した。ウイルス学、免疫学および分

子疫学等について体系的な理解と新しい知見・ウイルス

診断技術を習得することを目的とし、地方衛生研究所で

ウイルスに関する業務につく 25 名が参加した。本研修

は、感染症情報センターをはじめ、感染研各部室、厚生

労働省結核感染症課、愛媛県立衛生環境研究所、静岡県

環境衛生科学研究所、群馬県衛生研究所、鹿児島県環境

保健センター、兵庫県立健康環境科学研究センター、広

島市衛生研究所の協力を得て遂行された。[西尾治、伊藤

健一郎] 

 

４－II－２．特定研修、新興再興感染症技術研修 

国立保健医療科学院による特定課程新興再興感染症技

術研修として、平成 16 年１１月８日から１１月１２日

に、感染症研究所村山分室で研修を行った。本研修は、

地方衛生研究所において細菌検査業務に従事するものを

対象として、細菌感染症の現状に対応した新しい技術及

び知識の習得を目的としている。①レジオネラ②細菌性

呼吸器感染症③ボレリア・レプトスピラを中心として、

５日間行った。参加者は、地方衛生研究所１１名・中核

市保健所４名の合計１５名であった。  [伊藤健一郎・西

尾治、川端寛樹・小泉信夫・池辺忠義・高橋英之・倉文

明・前川純子(細菌第一部)、杉山和良(バイオセーフティ

管理室)、原田誠(名古屋検疫所名古屋空港検疫支所)、黒

木俊郎・鈴木理恵子・渡辺祐子(神奈川県衛生研究所)、

河野喜美子(宮崎県衛生研究所)、松﨑充宏（日本海事検

定協会理化学分析センター食品衛生チーム）] 

 

４－III．危機管理研修会、健康危機管理保健所長等研修

会 

４－III－1．危機管理研修会 

平成 16年 9月 16日～17日、内閣府食品安全委員会、

厚生労働省各部局、農林水産省の協力の下、今年度は、

鳥インフルエンザの対策、感染症ネットワーク、種々の

アウトブレイク調査報告などを中心に、地方自治体職員

約 120 名の参加を得て、平成 16 年度の感染症危機管理

研修会を行った。[感染症情報センタースタッフ] 

 

４－III－２．健康危機管理保健所長等研修会 

第１回から第４回健康危機管理保健所長等研修会にお

いて、ＳＡＲＳ，鳥インフルエンザ、ウエストナイル熱

および脳炎など、新興・再興感染症の動向を中心とした

感染症の現状と対策、対応について講義を行った。[谷口

清州、重松美加] 

 

４－IV．希少感染症診断技術向上事業に関する業務 
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平成１６年度は対象疾患として、食品媒介性細菌感染

症、赤痢アメーバ、クラミジア、破傷風、ガス壊疽、Ｅ

型肝炎、ポリオ、高病原性鳥インフルエンザ、SARS が

取り上げられた。研修会は平成１７年２月、当感染研で

２日間開催され、５６地研が参加した。それぞれの疾患

は細菌第一部、細菌第二部、獣医科学部、ウイルス第一

部、ウイルス第二部、ウイルス第三部、寄生動物部、感

染症情報センターの協力により行われた。また、本事業

の一環として、レファレンスセンター（カンピロバクタ

ー、エンテロウイルス、レジオネラ、寄生虫、アデノウ

イルス、ジフテリアおよび百日咳、レンサ球菌）の運営

が国立医薬品食品衛生研究所、東京都健康安全研究セン

ター、感染研ウイルス第二部、細菌第一部、細菌第二部、

寄生動物部、感染症情報センターおよび各地方衛生研支

部の協力でなされた。[稲田敏樹、橋戸円、倉根一郎（ウ

イルス第一部）] 

 

４－V．その他の研修の実施 

４－V－１． 国立感染症研究所安全連絡協議会研修 

風疹、プール熱等の現状と対応について.2004.9.28. 

[多屋馨子] 

 

４－V－２．インフルエンザ研修 

 厚生労働省血液対策課主催の都道府県インフルエンザ

ワクチン担当者会議において、インフルエンザを含む感

染症の動向について、研修を実施した。 [多屋馨子] 

 

４－V－３．検疫所による感染症検査技術研修会の実施 

医薬食品局検疫所業務管理室の依頼により、検疫所を

対象とした平成１６年度感染症検査技術研修会に参加し

た。６月３０日から７月１日にかけて横浜検疫所輸入食

品・検疫検査センターで開催された。参加者は空港検疫

所（６）、輸入食品・検疫検査センター（２）を含む検疫

所から派遣された 12 名であった。担当したのは赤痢菌

の迅速診断法で、リアルタイム PCR の実習と講義を行

った。[伊藤健一郎、原田誠(名古屋検疫所名古屋空港検

疫支所)] 

 

４－V－４．バイオセーフティ研修 

バイオセーフティ室を支援する形で、中国における

SARS 実験室内感染を中心とした事例を踏まえた講義を

行った。 [重松美加] 

 

４－V－５．各地院内感染、SARS、パンデミック対策な

どのセミナー 

[岡部信彦、感染症情報センタースタッフ一同]  

 

５．その他 
５－I．情報提供及び広報活動 

５－I－１．電話、メールによる問い合わせ業務 

予防接種、人獣共通感染症、SARS、インフルエンザ、

鳥インフルエンザ、風疹、麻疹、ポリオ、下痢症ウイル

ス等、その他感染症に関する電話、メールによる問い合

わせに対応した。年間の問い合わせ件数は一人当たり電

話約 500件、メール約 50件にのぼった。[岡部信彦、谷

口清洲、重松美加、森兼啓太、田中政宏、木村幹男、多

田有希、安井良則、多屋馨子、新井智、佐藤弘、稲田敏

樹、伊藤健一郎、西尾治] 

 

５－I－２．来所者への感染症情報センターの活動および

感染症対策に関する情報提供と広報 

 国内生徒、学生の修学旅行や社会見学、などの来所時

に、感染症情報センターの活動、国内感染症の発生動向、

国内および国際連携による感染症対策の現状、SARS を

含む国際感染症対策、パンデミック対策などについての

情報提供、広報業務をおこなった。[岡部信彦、谷口清洲、

重松美加、森兼啓太、田中政宏、砂川富正、中島一敏、

木村幹男、多田有希、多屋馨子] 

 

５－I―３．メディアへの対応 

 通常の場合は、情報センター内において担当者を決め、

取材等の対応に応じている。しかし、SARS、鳥インフ

ルエンザ、原因不明急性脳症など、社会的影響の大きい

疾患や、集団発生に対しては、多数のメディアからの取

材申し込みへの対策として、昨年度の SARS対応時の体

制を継続し、情報センター・メディア感染症情報交換会

（仮称）を 1週間あるいは 2週間に 1回のメディアに対

する情報提供、解説、意見交換を行った。感染症情報セ

ンターが、センター長を責任者として、あくまでも感染

症としての付加価値的説明を行う形式をとり、感染研の
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公式見解、公式発表、記者会見では無いことを出席希望

社（者）に了解して貰った上で、Risk communication

の一環として、取材届けを提出してもらい実施した。[岡

部信彦、感染症情報センタースタッフ一同] 

 

５－II．血清銀行に関する業務 

５－II－１．血清の保管 

感染症流行予測調査事業のため各都道府県において収

集された血清の一部を国内血清銀行に受け入れ、保管し

た。平成 16 年度に受け入れた血清は、計 3,427 本であ

った。また、平成 16 年職員血清として計 560 本の血清

を受け入れ保管した。 

 

５－II－２．研究目的での血清の払い出し 

使用申請があった 1研究に対して計 2,434本の払い出

しを行った。 

 

５－II－３．その他 

血清銀行事務局として血清銀行を倫理委員会に申請す

るための準備を行った。血清銀行運営委員会規程の草案

を作成した。 

 

５－II－４．保管血清の管理 

[荒木和子、丹生隆、多屋馨子、佐藤弘、新井智、早川丘

芳、田中幸江、岡部信彦] 

 

５－III．急性脳症患者検体の保管に関する業務 

 平成 16年 9-11月に東北地方を中心に複数例の急性脳

症の発生があり、その原因としてスギヒラタケの摂食が

疑われたが確定はされなかった。感染症の疑いも残され

ており、検体の散逸を防ぐため厚生労働省の指示により、

各県から感染研感染症情報センターに検体が送付収集さ

れた。合計、７県 36 名の患者から採取された 189 検体 

{血清 (104)、髄液 (27)、便 (31)、咽頭拭い液 (21)、尿 

(5)、脳 (1)}の保管を行った。[佐藤弘、荒木和子、丹生 

隆、新井智、多屋馨子、岡部信彦] 

 

５－IV．予防接種に関する業務 

５－IV－１．予防接種情報公開に関する業務 

1） 感染症情報センターHP 内に日本の予防接種スケジ

ュール 2004を公開した。 

2） 感染症情報センターHP 予防接種のページを更新し

た。 [多屋馨子、松岡静香、新井智、岡部信彦] 

 

５－IV－２．日本ワクチン学会に関する業務 

ニュースレター事務局業務を行った。著者への連絡、

原稿収集、ワクチン関連トピックスを担当し、その原稿

を作成した。[岡部信彦、多屋馨子] 

 

５－IV－３．予防接種後副反応・健康状況調査検討会 

 上記委員として、調査解析に参加した。[岡部信彦、多

屋馨子] 

 

５－IV－４．予防接種法政省令改正に関する技術的支援

業務 

 厚生労働省結核感染症課において、健康局長の諮問機

関である予防接種に関する検討会の運営を行い、また予

防接種法政省令改正に関する技術的支援業務をおこなっ

た。[田中政宏（厚生労働省結核感染症課併任）] 

 

５－V．感染事故応急対応医師小委員会業務 

 バイオセーフティ管理の一環として、病原体等曝露事

故対応応急マニュアルの作成に参加した。 

予防接種に関するマニュアルの作成に参加した。[多屋

馨子、谷口清州、木村幹男、岡部信彦、佐多徹太郎（感

染症病理部）] 

 

５－VI． 公的機関の委員 

（１）厚生労働省薬事・食品衛生審議会臨時委員（乳肉

水産食品部会）の委嘱を国より受けた。[西尾治] 

（２）内閣府食品安全委員会専門委員の任命を国より受

けた。[西尾治] 

 

６．検査実施状況 

 行 政 研 究 合 計 

ウイルス分離同定 ０ １３７ １３７ 

核 酸 ・抗 原 検 出 ０ ８１２ ８１２ 

血 清 反 応 ０ １４９３ １４９３ 

合 計 ０ ２４４２ ２４４２ 
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氏名 身分 期間 出身 

神谷元 

John M. Kobayashi 

川上桂子 

日谷昭裕 

松﨑充宏 

浦島充佳 

中瀬克己 

加來浩器 

松井珠乃 

田中毅 

加藤茂孝 

森下高行 

斉藤章暢 

荒川香南子 

田村務 

松永泰子 

中村明子 

金澤保 

長谷川斐子 

三村敬司（FETP） 

神垣太郎（FETP） 

山口亮（FETP） 

森山和郎（FETP） 

鈴木葉子（FETP） 

登坂直規（FETP） 

太田正樹（FETP） 

松舘宏樹（FETP） 

小林幹子（FETP） 

奥村順子 

藤井達也 

逸見佳美 

島田靖 

吉田英樹 

森伸生 

上野久美（FETP） 

上野正浩（FETP） 

増田和貴（FETP） 

協力研究員 

客員研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

客員研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

客員研究員 

客員研究員 

客員研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

H17.3.1- 

H17.3.1- 

H17.2.1-  

H17.1.1-  

H16.12.1-  

H16.12.1-  

H16.9.1-  

H16.9.1- 

H16.9.1- 

H16.9.1- 

H16.8.1-  

H16.7.1-  

H16.7.1-  

H16.5.1-  

H16.5.1-  

H16.5.1-  

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1-  

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

H16.4.1- 

聖路加国際病院 

ワシントン州保健局 

国立保健医療科学院 

医療法人社団善仁会 

日本海事検定協会 

東京慈恵会医科大学 

岡山市保健所 

陸上自衛隊衛生学校 

天草中央総合病院 

福岡検疫所 

CDC 客員研究員 

愛知県食品衛生検査所 

埼玉県衛生研究所 

無職 

新潟県保健環境科学研究所 

元職員 

東京大学客員研究員 

産業医科大学 

元職員 

陸上自衛隊 

岩手県立磐井病院 

北海道保健福祉部 

大阪府茨木保健所 

東京女子医科大学 

会津中央病院 

札幌市保健福祉局 

岩手県食肉衛生検査所 

富山県新川厚生センター 

東京大学大学院 

三宿病院 

陸上自衛隊 

日本医科大学 

大阪市保健所 

北里生命科学研究所 

東北大学大学院 

東京都立墨東病院 

東京都健康局 
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